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【巻頭言】地域学校応援団活動の紹介

 
2年生の町探検・学校からの折り返し地点的場駅。
駅員に「的場駅ができたのはいつですか」と質問 

 
 

 
5年生の「レッツリサーチ入間川」。グループごと
に川の自然に触れて課題学習。活動エリアを決め

る学校ボランティアが、安全確保のロープを設定 
 
 
 

	
 川越市を 14の地区に分けて教育委員会が、「地域子どもサポート

委員会」を 8 年前に設定、私が住む霞ヶ関北地区では、地域から

30名の応募者と学校・公民館・図書館職員 12名を協力員に委員会

を構成。私が委員長に就任、学校応援の企画運営を始めました。 

	
 体験学習支援の依頼を受け学校ボランティアを募集、現在約 100

名が登録され、様々な体験学習の学校応援を行っています。5・6

年生が行うエプロン、手提げ袋のミシン掛け支援、地域のごみ調査、

清掃活動の見守り。1・2 年生が行う地域探検。道迷いのない交通

安全を見守る。依頼を受け、適任と思われる 10人位の学校ボラン

ティアに内容を説明、下見、注意事項の伝達等、コーディネーター

としての連絡学習が大切になる。 

	
 信頼安心が得られると川探検も依頼される。入間川近くの霞ヶ関

東小学校からは、3・5 年生の川調べで、事前の川学習後に、水生

生物の虫と魚、水の流れ、石の色と形、等グループで調べ課題を決

めた体験学習。川に入るエリアの設定。水量、深さ、水辺の草刈と

安全確認に、ボランティア仲間と何回かの調べと安全確保の準備が

始まる。2 クラス 70 名は、賑やかな展開になり「あっ、これなー

に」「川の水、気持ちいいーね」、様々な感想を口にして川調べ体験

をする。児童からの感想文が届くと、仲間と頷きの笑顔が出る学校

応援。年間約 50回に及ぶ学校応援で、地域子どもサポート委員会

活動が広まり、定着したと感じています。 

かわごえ環境ネット副理事長・広報担当	
 金子晃 
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井山幸之さん 個人会員訪問 地域環境活動を聴く（46）
	
 井山幸之さんとは、さわやか活動館前でバッタリと出会

いました。私が水辺の自然体験楽校の水生生物調査を行う

にあたり、入間川の水位調べにさわやか活動館の駐車場を

通ると、玄関口で何やら手作業を行っていました。お久し

ぶりですねと声掛けたところ、「今ね、竹馬の手入れをして

いるところだよ。」小畔川探検隊の子どもたちが使うのです

か。「いや、中央公民館で行う伝承遊び用なんだ。」竹馬の

手入れの手も休めず、作業を続けている。傍には水鉄砲が

20本位、出番を待つ状態になってバケツに入れられていた。

私と井山さんは、小江戸塾の会長と広報部長の間柄で、子

ども支援活動を進めていた仲間でした。私は、小江戸塾の

役職を退いて、会員籍を残し、地域学校応援団の活動に専

念しはじめて、小江戸塾の活動から遠ざかっていました。

井山さん、個人会員の環境活動を取材したいのです。と話

を進めると、「いやー、時間取れるかな、予定表を見ないと

ね。」後で電話します。時間取ってください。3日後、さわ

やか活動館での訪問が決まり、久しぶりのお話が聴けまし

た。 

子どもたちが、伝承遊びに使う竹馬作りの手が楽しそうでした 

	
 さわやか活動館の落ち着いた和室での取材始めは、かわ

ごえ環境ネットに入られたのは、何時ごろでしたか。「あま

り覚えていないけれど、10年位前かな・・・」長く続いて

の会員ですね。かわごえ環境ネットの広報はお読みですか。

「何かといろいろな会に入っていて、案内が届くので、つ

い、袋を開けない時もありますね。」「何処の案内・広報を

見ても沢山の文字が書かれていて、字も小さく、写真も少

ない感じ・・・それも鮮明写真がない。」そうですね。新聞

並みの大きさが必要かな・・・と、あいづち返事になりま

した。井山さんの主な活動は何ですか。「今年は、小江戸塾

が川越市と協働事業として、ふるさと塾の運営を行うこと

になり運営委員を引受け、38名の受講生に社会と自然を学

ぶ講座運営をしています。」「受講生は、60歳代が主流。男

性が 60%で女性がやや少ない感じです。「6月より 11回の

講座が始まりました。」「川越の歴史、街並み、自然をテー

マに地域の子どもたちに伝える学習です。」「講師には、か

わごえ環境ネット理事長、東洋大学小瀬教授にもお願いし

ています。」そうですか。「開講時には、東京国際大学の遠

藤学長補佐にも講演をしていただきました。」「歴史は、松

尾鉄城さん、伝統建築は、市職員の荒牧さん等です。」川越

学の一流講師陣ですね。 

 
陽に焼けた笑顔の対談・・昔語りも出での取材でした 

	
 ふるさと塾修了後が楽しみですね。「小江戸塾は、170名

の会員がおり、中央公民館、伊勢原公民館、大東南公民館

で、支援活動を行っています。」「それぞれの得意分野で、

自然探検、節分、七夕飾り等の行事体験、伝承遊びの等を

支援しています。」他には、どのような活動をしていますか。

「小江戸塾の中で、湧水探訪を担当していましたが、子ど

もたちを案内しても湧水への興味が少なく、魚、ザリガニ、

カエル等、生き物探しに視線が行っています。」「付き添い

の大人は関心が高く、水源と湧水地点に質問が出ています。」

「講座担当前には下見に訪ね、現状確認していますが、私

も湧水との出会い始めの感動は、やや薄れてきています。」

「子どもには、湧水との出会いが印象に残れば・・と考え

ています。」井山さんは、生きがい大学でも活動していると

聞きましたが、「川越での同期会メンバーは60人位。副会

長をしておりますが、クラブ活動が主になり、バス旅行、

グラウンドゴルフ、食事会、社会見学等、学び仲間の懇親

が主になっていますね。」「集まると話題豊富になるのがい

いですね。」「学びと人との絆づくりが出てくる生きがい大

学の同期会になっている。」久しぶりにお会い出来、人との

絆を大切にした子ども支援の環境活動が聴けました。 

（2012年 7月取材	
 副理事長・広報担当金子晃） 
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かわごえ環境ネットからの報告

社寺林の観察会報告 自然環境部会

 
喜多院	
 後の木はイヌザクラの大木 

 
菩提樹の花	
 芳香を放つ 

 
中院	
 白雲木（ハクウンボク）の説明 

 
慈眼堂前のアカガシ 絶滅危惧種 IB類 
川越では大木は少なく 10本未満 

 
アカガシの葉	
 革質の長楕円形 

先端が急に尖る 

 
中院の前、川越総合高校の白雲木は 
かなりの大きさ	
 5月に真っ白な花を 

たくさん咲かせる 

日時：6月 23日（土）9:30～12:00 

場所：喜多院、中院 

参加者：34名、スタッフ 2名 

講師：稗島英憲（(財)埼玉県生態系保護協会）、

畠山ミヨ・松平静江（川越樹の会） 

	
 冊子「川越の自然」を編集する過程で、文化

財としてつとに有名な喜多院は、樹木に関して

も多様な姿があることがわかり、これはぜひ市

民のみなさんにも伝えたいということで、昨年

初めてこの観察会を企画し、多くの方に参加い

ただきました。今年も広報を通じての募集です

ぐに定員に達し、依然関心は高いようです。 

	
 当日は梅雨時にもかかわらず、雨はなく曇り

空で観察会には心地よい天気でした。参加者が

多いので 2グループに分かれて喜多院からスタ

ートです。寺社特有の樹木として菩提樹があり

ますが、ここの菩提樹はインド由来ではなく中

国系のシナノキ科です。日本ではインド系（ク

ワ科）は気温が低く育たないそうなので、どこ

でも同じような事情と思われます。 

	
 どろぼう橋あたりの裏手に廻ると、関東地方

本来の照葉樹林の植生が見られます。いわゆる

「鎮守の森」と呼ばれる樹林で、シラカシ、ア

ラカシ、アカガシ、スダジイなどです。「川越樹

の会」は 10年間にわたって川越の樹木の種類、

本数、幹周りなどを記録してきましたが、喜多

院には巨樹、古木、伝承木が多いということで

す。 

	
 続いて少し歩いて中院です。ここは「花の寺」

と言われるくらい歴代の住職さんが多様な樹を

植えています。モクゲンジは寺院によく植えら

れる樹木で、今の時期黄色い花をつけています。

他にはウケザキオオヤマレンゲ、ハクウンボク、

タラヨウ、トウオガタマ、シナノキ（川越では

ここだけ）など数多くあります。 

	
 どちらの寺院もサクラの名所でソメイヨシノ

を始め、ウコンザクラ、ギョイコウ、エドヒガ

ン（川越最大）、ベニシダレザクラなどがありま

す。四季折々に楽しめる自然スポットでもある

ようです。 

（賀登環）
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エコドライブのすすめ II 社会環境部会

No.2	
 姿勢正しく 

	
 今回から具体的、体験的に、教習会で学んだ

事を基本に進めて行きたいと考えています。エ

コドライブの第一歩は運転姿勢です。エコドラ

イブでは、アクセルやブレーキなどの操作がポ

イントになります。 

	
 エコドライブには正しい運転姿勢で、まずア

クセル、ブレーキペタルと足全体が、大体平行

になるようにシートを調整しましょう。 

 
正しい姿勢（左）と悪い姿勢（右） 

	
 このとき、体とシートがしっかり密着するよ

うにし、ペダルの踏み込みは、かかとを支点に

して足全体でペダルを押し下げるようにします。 

ブレーキとアクセルの踏み換えは、スムースに

できる事が大切です。 

	
 パターン別に進めたいと思います。車の走行

パターンは、ご存じのように、発進→巡航→減

速→停止と 4つのパターンの繰り返しです。そ

れぞれのエコドライブを考えていきましょう。

それでは発進から、発進時、勢いよくスタート

する自動車をよく見かけますが、実はスタート

時、重いものを動き出させるためにたくさんの

燃料が消費されます。 

	
 発進時は全体の実に 4割近くの燃料が消費さ

れ，この 4つのパターンの中で一番燃料を消費

しているのです。普通に発進すると燃費測定器

を取り付けて見ると 1Lあたり 1kmから 2kmと

言う数字が続いています。これは燃費を浪費す

る発進と言えます。 

No.3	
 ふんわりアクセル 

 
発進時が実に 40%近い燃費を消費 

	
 エコドライブでは、発進時ブレーキに置いた

足を放し、一呼吸置くつもりでゆっくりアクセ

ルに足を置き、徐々に踏み込みます。 

	
 教習会後、私が心がけているスタートはバッ

クミラーで後方確認後、ブレーキから足を離し

ながら左右確認、するとクリープ現象で車が動

き出したところでアクセルに足を移動しゆっく

り、滑らかに踏み込むようにして、後続車が確

認できている時は、迷惑にならない程度の滑ら

かな加速をしています（これにより後続車も意

識することなくエコドライブ参加してCO2削減

できるのではないかと思っています）。 

	
 ゆっくり滑らかな加速とは、最初の 5秒で時

速 20km が目安となります。それだけで 11%程

度の燃費が改善され、やさしいアクセル操作は

安全運転にもつながります。ある程度速度が出

たら周囲の流れに乗って走行します。目標とな

る速度に近づいたら、アクセルの踏み込みを押

さえて無駄に加速することは止めます。完全停

止から、時速 10km ぐらいまでの加速が一番燃

料を使うので、急加速はしないよう心がけまし

ょう。 

	
 エコドライブの、最大のポイント、発進時に

いかにしてエンジンから車輪への伝達ロスをな

くし、クリープ現象を活用することだと思いま

す。 

	
 エコドライブ運転だと、燃費計では、だいた

い 5kmから 6kmくらいで推移します。 

（エコドライブ推進担当	
 井口吉三郎） 
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池辺公園定例活動報告 自然環境部会

	
 7 月 3 日（火）は植物調査を行いました。昼

頃から雨になるとの天気予報もあり 7人を二手

に分けて、早く終了できるよう動きました。春

に出現していたアズマイチゲ（今年は花を確認

できなかった）は姿を消し、スミレ類は大きい

葉に変化しております。代わってイノコズチ、

オオブタクサなどとイネ科、ツル性植物が目立

っています。ハグロソウやウバユリは順調に成

長していますが、キツネノカミソリはまだ姿を

見ることが出来ませんでした。例年通りですと

ウバユリ、オニユリ、キツネノカミソリは 8月

に入ると観察できると思います。本当は自然環

境の紹介をして終わりにしたいのですが、テー

ブルにはコップ酒の空ビンが、駐車場にはたば

この吸い殻や弁当の空箱が散乱しています。緑

豊かな樹林内で静かに酒を飲み、車を止め休憩

したくなるすばらしい場所なのですから、憩い

を求めて散策に来る地域の方がたくさんいます。

お願いだから持ち帰ることを忘れないでくださ

い。             （菅野仲夫）

 
ヤマウコギ（虫こぶ） 

 
宴のあと 

 

会員からの報告

これからの環境問題への手がかり

	
 昨年 12月、かわごえ環境ネットに入会して、

みなさまの様々な取組を月刊かわごえネットで

知るようになりました。また様々な方の話を聴

いて、なるほどと思うことが多々ありました。 

今回は、6月 23日（土）浦和コミュニティセン

ターで行われた「さいたま市地球温暖化対策協

議会設立 5周年」フォーラムを中心にお伝えし

ようと思います。 

	
 最初にペオ・エクベリさん（スウェーデン・

マルメ市出身）の話しでした。私がなるほどと

思った点は 

①人間が使うエネルギーは、地上・海上のもの

に限るべきだ。地中（石油・天然ガス・ウラン

等、限られた資源）を使わず、地表の再生可能

なもの（太陽光・風力・波力・バイオ・水力等）

を活用すべきだ。 

②再生可能エネルギーは、一つの方法ではなく、

すべてのものを集合して活用する、それぞれの

弱点を補うことができる。 

③スウェーデンでは家庭ゴミ 98%削減（バイオ

燃料）、CO212%削減したが、GDPは 44%増にな

り、ストックホルム市役所の前の川は人々が泳

ぎを楽しめるようになった。 

④大切なのは、家庭や事務所等から出るものを

資源化することで、特に生ごみのバイオ肥料、

バイオ燃料にするのが特に有効である 

⑤温水と冷水の巨大タンクを地下に作り、夏は

冷水を、冬は温水を供給する 

⑥ペオさん自身も、住んでいる日本のマンショ

ンの部屋に電気を使わないトイレ、大きな反射
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鏡を取り入れた太陽光の照明・生ごみの最大限

のバイオ化等を取り入れている。住宅リフォー

ム等を手掛ける OKUTAの玉井多映子さんは、

省エネ・創エネ・蓄エネの観点からは断熱がポ

イントになる。 

	
 ファインモータースクールの福田慎太郎さん

からは、エコドライブの話しがありました。 

①シートベルトを締めてからエンジンを掛ける。

②急加速・急減速はしないで、同じ速度で走る。 

③アクセルは止まる寸前に離すのではなく、余

裕を持って（早めに）離す。 

④エコドライブは教習の時だけではなく、日頃

から実践するとガソリン代のかなりの節約にな

る、と言う内容でした。 

	
 また、6月 30日には、パルテノン多摩で、中

央大学総合政策学部教授、平野廣和さんから「大

地震から学ぶこと」という講演を聞きました。 

①大地震の情報はラジオかコンビニで知るのが

有効で、携帯電話やワンセグ等は 1時間位で切

れる。公衆電話はシルバー色（ISDN）がつなが

った。 

②地震が起きたら、まず身を守ること、そして

避難する時は通電火災を防ぐためにブレーカー

を落とす。 

③どこに逃げるか（一時避難所・広域避難所等） 

何を持ち出すか、家族との連絡方法等を考えて

おき、交通機関や道路の状況を確かめてから、

帰宅や避難方法を考える。という内容でした。

（二見正憲） 

 

 

生物多様性を守るために地球的視野で考えよう

	
 7 月 9 日に環境省が主催した「生物多様性国

家戦略の改訂」説明会が赤坂でありました。夜

なのに会場いっぱいの NGO、公務職員などが参

加しました。内容は、 

①世界の生物多様性は現在も損失が続いて

いる 

②生態系が不可逆的に変化する「臨界点」を

回避するための緊急行動 

③東日本大震災が示した自然の二面性から

自然共生社会のあり方 

を考えるために説明会を実施して、国民の意見

を聞くことでした。 

	
 説明の中で、これまでと進化したのは、東日

本大震災を経験して、自然の恵みと脅威の二面

性を踏まえて、人と自然との豊かな関係の再構

築を提示すること、生物多様性の危機にこれま

での 3項目に加えて“地球環境の変化による危

機”が第 4の危機としてあげられたことです。

また、生物の多様性がもたらす「生態系サービ

ス」で自立分散型の地域社会を基本として都市

と農村との「自然共生圏」構想を考えているこ

とです。 

 
「自然共生圏」のイメージ図 

	
 生物多様性の保全と持続可能な利用に向けた

課題では 

1	
 実体験を通じた生物多様性への理解 

2	
 連携や協働などの仕組みづくり 

3	
 人口減少等を踏まえ人と国土の適切なあり

方の再構築 

4	
 自立分散型の地域社会と生態系サービスで

つながる「自然共生薗」 

5	
 情報の共有化と科学的な知見の活用 

をあげています。 

	
 COP10 で決められた 20 項目の愛知目標を実

現するために、「生物多様性地域戦略の策定促進、
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生物多様性の保全に貢献する農業の推進、生態

系ネットワークの形成と保全・再生、SATOYA

MA イニシアチブの国際的推進、生物多様性総

合評価の実施。」などが基本的な戦略としてあげ

られています。 

	
 また、それぞれの役割が考えられていますが、

自治体では地域戦略の策定、地域連携活動の計

画作成、市民との連携・支援など、NPOは体験

学習の機会提供と保全活動の推進が求められて

います。また、企業の責任として ISO26000 に

従った社会貢献が必要とされています。 

ISO 26000とは 

7 つの原則として「説明責任」「透明性」「倫

理的な行動」「ステークホルダーの利害の尊

重」「法の支配の尊重」「国際行動規範の尊重」

「人権の尊重」を挙げ、これらを行動規範と

して尊重する 

	
 この改訂にあたって、パブリックコメントが

8月 5日まで求められています。 

	
 この機会に、川越から地域の生物多様性を守

っていくために積極的な発言が必要な時期かも

しれません。          （過昌司） 
＜参考＞環境省： 生物多様性国家戦略の改定（案）に関
する意見募集（パブリックコメント）及び説明会の開催に

ついて（お知らせ）（平成 24年 7月 6日） 
http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=15444 

川越市からのおしらせ

緑のカーテン・コンテスト 環境政策課

	
 花の開花や実の収穫等を楽しみながら建物内

の室温上昇を抑え、地球温暖化の防止やヒート

アイランド現象緩和に貢献することができ、節

電にもつながる「緑のカーテン」。最近では街中

でも目にする機会が増えてきました。 

	
 そこで、今年は自宅や会社で作っている緑の

カーテンを市ホームページで紹介するため「緑

のカーテン・コンテスト」を開催します。入選

作品は表彰のうえ、賞品を贈呈します。 

	
 環境政策課や各公民館・出張所窓口に置いて

ある応募シートに必要事項を記入の上、緑のカ

ーテンの取組状況を撮影した写真（3 枚以内）

を添えて同窓口に提出してください。郵送及び

市ホームページからの電子申請でも応募可能で

す。応募期間は平成 24年 7月 25日（水）から

8月 31日（金）必着となっています。 

たくさんのご応募お待ちしております。 

 

理事会報告・専門委員会からの報告

理事会

	
 今年度第 4回理事会を、6月 21日（木）9:00

～11:10に川越市役所 7C会議室において開催し

ました。出席 9名、委任者 2名でした。 

	
 主な議事は次のとおりです。 

	
 来年2月に開催予定の第11回かわごえ環境フ

ォーラムに向けて実行委員会を設置することに

なり、正副理事長、菊地理事、過理事が理事会

から出席することになりました。他の委員は、

各部会から選出を依頼しました。 

	
 報告事項として、平成 24年度環境政策課の事

業予定について、事務局から説明がありました。 

（理事長	
 小瀬博之） 

社会環境部会

	
 7 月の例会は、13 日（金）市役所 7C 会議室

にて、13名の出席者で開催しました。 

	
 環境施設めぐりと環境講座について経過報告

がありました。施設めぐりは、9月 12日（水）

川崎市にある「かわさきエコ暮らし未来館」に

大規模太陽光発電施設を主に見学することにし
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ました。環境講座は、昨年の上村先生の白熱教

室・第 2弾として 11月 18日（日）で企画を進

めています。 

	
 埼玉県の川の国応援団については、南小畔

川・河南親水公園他 3箇所の、川の生きもの調

査、こどもの遊び場の支援、地元の活性化支援

および清掃活動を行うことで加入の準備を進め

ています。ぜひ参加してください。 

	
 クールアース・デーin埼玉 2012・小林光	
 慶

應義塾大学大学院教授の講演会「エコ投資で、

足元から持続可能な社会をつくる」に出席した

報告がありました。 

	
 各公民館へエコライフ DAY チェックシート

の配布を武田さんにお願いしました。 

	
 また、それぞれ担当しているテーマの活動を

前進させ、その状況は月刊かわごえ環境ネット

に掲載し、活性化に努めることにしました。お

互いに協調体制を整え楽しく結果が得られるよ

うにしたいと思います。 

（社会環境部会代表	
 原嶋昇冶）  

自然環境部会

	
 7月定例会は市役所 7C会議室にて 13名の参

加で開催されました。内容は次の通りです。 

① 池辺公園の活動報告 7/3（火）	
 別に掲載

の記事参照。 

② 「（仮称）川越市森林公園」計画地の活動報

告	
 6/11（月）植物調査参加者 11名、イチヤク

ソウ、オオバノトンボソウの本数調査をし、増

加傾向を確認。 

	
 6/25（月）西側最奥の公有地の保全活動	
 13

名参加 

③ 一般対象の観察会「社寺林の観察会」	
 別

に掲載の記事参照。 

④ 第 4回理事会の報告	
 環境フォーラムの実

行委員会を開始、その他 

⑤ 「かわごえの環境」第 6号原稿執筆分担に

ついて話し合い 

⑥ 「西川材の森見学ツアー」についての話し

合い	
 11/7（水）実施、募集 30名など 

	
 詳細は 8月部会にて 

⑦ みなみかぜ田圃の生き物調査報告	
 6/30

（土）参加者 50名	
 動物 31種、植物 32種 

⑧ 月刊かわごえ環境ネットに、冊子「川越の

自然」を参考に月ごとにタイムリーな記事を掲

載していく方向で検討 

（自然環境部会代表	
 賀登環）

環境月間「環境啓発展」実行委員会

	
 6月 16・17日の両日に環境プラザ「つばさ館」

において開催された環境月間「環境啓発展」に

先立ち、同実行委員会が設置され、5月 9日・5

月 16日・6月 7日の 3回の委員会が行われ、展

示内容の検討等を行いました。委員長は小瀬博

之（理事長）、委員として過昌司・武田侃蔵・原

嶋昇治・渡辺利衛・小山弘・本間幸治・有山誠

一（敬称略）の 7名が登録されました。 

	
 今回、川越市市制施行 90周年記念事業「環境

月間の市内巡回啓発事業」として企画した行事

ですが、具体的な事業を実施するにあたって川

越市等との調整を行い、最終的に「環境月間ポ

スターコンクール」と併催してつばさ館での開

催となりました。 

	
 今回の開催は、試行的な要素が強く、十分な

展示や対応ができたとは言えませんが、さまざ

まなノウハウを吸収できましたので、次年度以

降も開催する方向で事業を進めていく予定です。

7 月にかわごえ環境フォーラム実行委員会が設

置されますが、同委員会において、環境啓発展

についても今後並行して検討していきたいと考

えています。   （実行委員長	
 小瀬博之）
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かわごえアジェンダ 21推進委員会
	
 6月 21日の理事会終了後に今年度第 1回のか

わごえアジェンダ 21 推進委員会が開催されま

した。出席者は、委員長が小瀬博之、委員が過

昌司・武田侃蔵・宮澤宏次・横山三枝子（敬称

略）の計 5名でした。 

	
 「かわごえアジェンダ 21」は、川越市環境行

動計画として 2008（平成 20）年 1月に作成され

た計画で、副題「望ましい環境像の実現に向け

た市民・事業者・民間団体の行動計画」の通り、

市民・事業者・民間団体の行動計画としてまと

められたものです。チェックシートを備えてお

り、市民編については、イベント会場等におい

て参加者に記入してもらい、環境行動の確認を

行っています。 

	
 今回の委員会では、2008〜2011年度のチェッ

クシートの集計結果の確認、2012年度のチェッ

クシートの実施予定（小瀬が担当する東洋大学

「エコデザイン論」履修者学生、10月に実施す

るアースデイ・イン・川越 立門前会場、11 月

に実施する北公民館かんきょう祭り会場）、川越

市が発行する川越市第二次環境基本計画年次報

告書「かわごえの環境」（第 6号）への原稿執筆

分担について検討しました。 

	
 かわごえアジェンダ21の4つの項目について

の中間点検については、次回の委員会において

実施することになり、2015年度の目標年度以降

に行われる見直しに向けての基礎的検討をはじ

める予定です。なお、次回の開催は 9月または

10月の予定です。 

（委員長	
 小瀬博之）

おしらせ

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）

＜会合＞ 

◆広報委員会（2012年 8月度） 

日時：8月 3日（金）9:00-10:00 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

（川越市元町 1-3-1） 

●社会環境部会（2012年 8月度） 

日時：8月 10日（金）13:00-15:00 

場所：川越市役所 7C会議室 

●自然環境部会（2012年 8月度） 

日時：8月 10日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所 7C会議室 

	
 両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:0

0-17:00の連続開催です。次回は 9月 14日（会場

は福田ビル 3階会議室）です。会員であれば自由

に出席できる話し合いにご参加ください。 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 2回） 

日時：8月 20日（月）9:30-11:30 

場所：未定（事務局から後日連絡します） 

◆理事会（2012年度第 6回） 

日時：9月 21日（金）9:00-11:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 3回） 

日時：9月 21日（金）11:00-12:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＜自然環境の調査・保全活動＞ 

★みなみかぜ田んぼ生き物調査 

日時： 8月 4日（土）9:00-12:00 

場所：みなみかぜ地域交流センター及び隣接田

んぼ（川越市吉田 204-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

★池辺公園定例活動（毎月第 1火曜日） 

日時： 8月 7日（火）・9月 4日（火） 

9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 
問い合わせ：菅野

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保

全活動 

日時： 9月 10・24日（月）9:30-12:30 

（8月は休止） 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 
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（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

	
 毎月第 2月曜日は植物調査、第 4月曜日は西

側公有地の常緑広葉樹林遷移防止のための手入

れ保全作業。いずれも南文化会館（ジョイフル）

9:30集合。 

★キツネノカミソリ観察会 

日時：8月 12日（日）9:30-12:30 

場所：池辺公園、市民の森第 8号（川越市大袋

452-1 他）、定員：30 人（先着順）、経費：100

円 

＜社会環境の見学会＞ 

★環境施設めぐり（バスツアー） 

日時：9月 12日（水）7:50-18:30 

行先：かわさきエコ暮らしみらい館及びキリン

ビール横浜工場の見学 

定員：先着 30 人、参加費 1500円	
 弁当持参 

申込：8月 28日（火）より電話で環境政策課に 

（Tel.049-224-5866） 

集合：7:50川越駅西口暫定自由広場に集合 

	
 第一生命ビルの反対側（駅から約 300m） 

予定：川越→かわさきエコ暮らし未来館（体験・

見学、昼食） →キリンビール横浜工場→川越駅

西口（18:30頃） 

	
 川崎市運営の地球温暖化、再生可能エネルギ

ー、資源循環の 3つテーマを体験して学べる環

境施設を見学します。 

会員・関係団体の主催行事

●特定非営利活動法人 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118,

 foresth@nifty.com） 

☞森林公園かんさつ会 

◆8月 19日（日）考える会主催 

	
 国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所 10:20 集合、

15:00過ぎ終了解散、参加費 200円、入園料要、

昼食持参。雨天決行。 

	
 ナガコガネグモやハエトリグモなど、クモの

観察をしましょう。講師は新井浩司先生です。 

◆8月 25日（土）公園と考える会の共催 

	
 事前申し込み要。集合場所は南口、時間は 16

時。問い合わせは公園管理センターか当会まで。 

	
 夕方から、園内のコオロギやクツワムシ等の

鳴き声や姿を、講師の解説で楽しみましょう。 

◆9月 4日（火）・23日（日）当会主催 

	
 国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所 10:20 集合、

15:00過ぎ終了解散、参加費 200円、入園料要、

弁当持参。雨天決行。ナンバンギセルの花や昆

虫類を観察しましょう。野草の解説は太田先生

です。 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆8月 7日（火）・16日（木） 

◆9月 4日（火）・20日（木） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆8月 12日（日）・9月 9日（日） 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆8月 25日（土）・9月 22日（土・祝） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

4.「川の国応援団・新河岸川市内流域の清掃」 

◆8月 25日（土）9:00-11:00 

	
 新扇橋から新河岸川放水路までの川越市部分、

4 か所に分けて実施。参加希望の方は、前々日

の 23日までに、武田までご連絡ください。 
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◆9月 22日（土）8:30-9:30 

	
 新河岸川放水路からびん沼川合流まで。びん

沼川環境まつり協賛。放水路の水門に 8時半集

合。約 1時間ごみ拾い。あと、環境まつり応援。 

◆9月 29日（土） 

新河岸川の宮下橋から畳橋までを 4箇所に分け

て、県土整備事務所と協力して実施予定。参加

者希望者は 9月 25日までに武田まで連絡。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆9月 8日（土）10:00からの作業 

ブロッコリー、キャベツの収穫 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保険

代）とします。 
2012年度予定表	
 （	
 ）内は予備日 

月 日 活動内容予定 
9 8 ブロッコリー、キャベツの収穫 

10 13 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 10 里芋の収穫・芋煮会 
12 8 大根の収穫・ビニールはがし 
1 12（19） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
2 9（16） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 

3 9 雑木林手入れ	
 焼き芋・スープ・あそぼ

うパン 

●(財)埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当

日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

☞伊佐沼探鳥会	
 毎月第 2日曜日 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口近く

の蓮見橋、解散は同じ場所で正午ごろ。持ち物：

筆記用具、あれば双眼鏡。参加費：300 円、高

校生以下 100円（保険料・資料代として） 

◆8月 12日（日） 

	
 今年繁殖したカイツブリやカルガモの雛は、

親と同じ大きさに育ちました。きれいな花を咲

かせたハスは実をつけました。早くも渡りを始

めたアマサギ、チュウサギが群れて秋の気配を

感じさせます。シギの仲間も渡りの中継地とし

て伊佐沼を利用します。 

◆9月 9日（日） 

	
 まだ暑いですが鳥の世界は秋になりました。

モズの高鳴きに、水面を渡るシギの声に秋を知

ることができます。天高く澄んだ青空のもと、

秋を堪能しましょう。 

広報委員会からのおしらせ

●本誌もインターネットにもご投稿ください 

	
 本会会員をはじめとして、川越における環境

活動報告などの記事をぜひお寄せください。写

真の掲載も可能です。また、本会会員や関連団

体等がこれから実施する公開イベント等の情報

の掲載等も受け付けています。2012年 9月号（N

o.071，8 月下旬〜9 月上旬発行予定）の掲載原

稿は、8月 14日（火）必着です。電子データで

いただけると助かります。編集担当共有のメー

ルアドレス（koho@kawagoekankyo.net）にお送

りください。メールを使用していない方は、か

わごえ環境ネット事務局（環境政策課、川越市

役所本庁舎 5階）に原稿を提出ください。不明

な点は問い合わせください。また、インターネ

ットのブログも会員ブログとして随時書き込み

可能です。書き込みには、ユーザー登録が必要

です。詳しくは会員ブログをご覧ください。 

http://kawagoekankyo.net/blog 

●本誌がカラーで見られます 

	
 本会ホームページでは、バックナンバーを含

めてカラーで本誌が見られます。団体会員のみ

なさまは、URLをおしらせするだけで会員への

周知が可能でとても便利です。ぜひご活用くだ

さい。http://kawagoekankyo.net/news 

●編集後記	
 12年前の 8月 5日が、本会発足の

日です。エネルギー、水と緑の自然、食品の安

全、ゴミとまち美化など、環境問題は依然とし

て解決されていません。「アースデイ・イン・川

越」は 14回目、「北公民館かんきょう祭り」は

11回目を迎え、協力が待たれています。（T） 
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イベントカレンダー（8月 1日〜9月 22日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください 

8/1 8/2 8/3 
◆9:00広報委
員会 

8/4 
★9:00みなみ
かぜ田んぼ生

き物調査 

8/5 8/6 8/7 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

8/8 8/9 8/10 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

8/11 

8/12 
★9:30キツネ
ノカミソリ観

察会 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

8/13 8/14 
○本誌 9月号
原稿提出締切 

8/15 8/16 
◎13:30まち
美化啓発運動 

8/17 8/18 

8/19 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

8/20 
◆9:30かわごえ
環境フォーラム

実行委員会 

8/21 8/22 8/23 8/24 8/25 
◎9:00新河岸川
市内流域の清掃 
◎13:30まち
美化啓発運動

◎16:00武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 
8/26 8/27 8/28 8/29 8/30 8/31 9/1 

9/2 9/3 9/4 
◆9:00広報委
員会 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 
◎13:30まち
美化啓発運動 

9/5 9/6 9/7 9/8 
◎10:00おいしく
楽しく農業体験 

9/9 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

9/10 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 植物調査 

9/11 9/12 
★7:50環境施
設めぐり 

9/13 9/14 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 
○本誌 10月号
原稿提出締切 

9/15 

9/16 
 

9/17 
敬老の日	
 

9/18 9/19 9/20 
◎13:30まち
美化啓発運動 

9/21 
◆9:00理事会 
◆11:00かわご
え環境フォーラ

ム実行委員会 

9/22 
秋分の日	
 

◎8:30新河岸川
市内流域の清掃 
◎13:30まち
美化啓発運動 
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